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1.問 題－ 人間 的 ・発達 的状況 としての歯 とこ とば－

筆者の臨床心理学 的立場 では,「 障害」 を 「部位」

としての み とらえ るの ではな く,そ の子 どもの人間全

体 の 中に意味づ け るこ とを重要視 している。歯や話 し

こ とばに関 して も,同 様 なこ とがいえる。た とえば,

上 の前歯が 出っぱって きた時 に,指 しゃぶ りとの関係

が深 いこ とが ある。指 しゃぶ りは,そ の子 どもの性格

行動 とい った 人間的状 況 と密接 な関連性 を有 している。

親 子関係 を中心 に,家 族 力動の 中で,子 どもの性格形

成 が なされ,そ の結果 として,指 しゃぶ り(爪 かみ,

ものかみ等)が 形成 され,さ らに,そ の次の結果 とし

て 「歯列不正 」 をまね くこ とは臨床的に よ く知 られて

い ることであ る。歯 だけの障害 として,す なわち,障

害 を部位 としてのみ焦点 をあて て とらえるの では な く,

その子 どものパー ソナ リテ ィ(自 我)形 成,親 子関係

(家族 力動)の あ り方 と関連 づけて理解 し,ア プ ロー

チ していか ねばな らないこ とに なる。 また,発 達的観

点 に立 てば,指 しゃぶ りに して も,2～3歳 の場合 と

5～6歳 以 降の場 合 とではその意味がちが って くる。

前者 は発達過程 にお いて,全 般 的に,一 過性的に出現

して くる傾向 があ るし,後 者 は心理的 な問題 をは らん

で いるこ とが 多 く,そ の結果 が,現 象 としての 「出っ

歯」 を形成す るこ とに なろ う。同様な現 象は,話 しこ

とばや その他 の行動 に関 して も共通 に出現 して くる。

最 近,「 話 さない」,「学校に行か ない」 とい う子 ども

(選 択性緘 黙,登 校拒 否)が,児 童臨床では問題 にな

る こ とが 多い。 「話 さな い」子 どもを例に とると,「話

せ ない」子 ど もとして,治 療 しようとし,ま す ます症

状 を悪 化 させ たケー スに出会 うことがある。 「話 さな

い」子 ど もは,臨 床的 に洞察 してみ ると,そ の子 の 自

我 の状 況 と対 人関係状況 との絡 みの中で,「話すか話 さ

ないか 」 を心理的 に選択 してい るこ とが わか る。す な

わ ち,そ の子 ど もの きわめて人間的な状況が,「話 さな

い」 とい う現 象 として,出 現 して くるのである。 その

子 どもに とっては,「話 さない」 とい う状態像 を有す る

こ とで,対 人的場面 での 自我 の不安状況 を防衛 して い

るの であ る。 したが って,「 話 さない」子 ど もへのア

プ ロー チは,そ の子 ど ものパー ソナ リテ ィ全体 が変化

変容(自 我構 造の再体制化)す るよ うな,人 間学的心

理療法が意味 を有す るこ とに なろ う。 その子 どもの全

体的 な人間的変 化が なされた時に こそ,彼 は どの よ う

な対 人的状 況で も,自 己実現 的に存在 し,話 すこ と(自

己の表現)へ のため らいや もたつ きは消失 してい くの

であ る。 したが って,歯 の状 態に して も,こ とばの状

態に して も,そ の子 どもの発達 的状 況や人間(自 我)

的状 況 との意味 脈絡 の中で,洞 察的に,心 理 力動的 に

把握 し,人 間全体ヘ アプ ローチ してい くことが重要視

されねば ならないだろ う。換言すれば,歯 には 「ここ

ろ」 が存在 してお り,単 な る 「もの」ではない。 こ と

ばに関 しては,言 わず もがなの ことである。

2.こ とばの発達

(1)こ とばの機能 とその意味

話 しこ とばは一般的 に,コ ミュニケー シ ョンの手段

や道具 として考 え られ ているが,臨 床心理学的には,

その人の情緒発達や,自 我形成や,知 的機能な ど と深
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い関連性が あ るこ とに注 目しなければ ならない。ヴ ァ

ン ・ライパー(Van Riper, C. 1963)は,話 しことばの

機能 をわか りやす く分類 しているので参照 し,心 理学

的に考察 してみ たい。

① 思考 としての話 しこ とば

言語獲得期に あ る子 どもの思考過 程は,発 語器官の

運動 と話 しこ とば の同時的表現(一 種 の音響的信号)

に依存 して いる といわれ る。2～3歳 の幼 児の あそび

行動 を観 察 してみ る と,具 体 的動作 に ともない なが ら

しき りにお しゃべ りを してい る(思 考 している)様 子

が見 うけ られる。 この こ とは,逆 に,話 しことばが未

発達 であった り,障 害が ある場合,思 考過程の発達 が

遅滞す るこ とが 考え られ るので,注 意 しなければな ら

ない。

② コ ミュニ ケー シ ョン としての話 しことば

話 しこ とばの重要 な役 割 であ り,人 類におけ る,も

っ とも特有な行 動現 象 とい って もよい。現代 とい う情

報社会においては,き わめてたか く,こ の機能が要 求

されてい る。

③ 操作 的道具 としての話 しこ とば

未分化 なが らも,こ とば を獲得 した子 どもは,シ ン

ボル的に特定 の音(ブ ー ブー,マ ンマ)を 発す ること

に より,母 親 を呼 び よせ て何か して もら うことで,自

己の欲求や情緒 的な気持 を実現す ることがで きる。す

なわ ち,人 を動 かす こ とや 自己の環 境 調整 のため に

「魔法」の道具 として,話 しこ とば を使 用 し始め るの

である。

④ 情緒や 自我表 出 としての話 しことば

話 しことばには,人 間 の 自然でい きい きとした感情

表現 が こめ られてい る。 この ことは,情 緒障害 をもつ

子 どもたちに,何 らかの話 しこ とば の障害(緘 黙児や

自閉児な ど）が あ るこ とをみれば,話 しこ とば と感情

・情緒 の関連性 の深 さを うかが い知 ることがで きる。

また,話 しこ とば には,自 我表 出 としての機能 があ り

その人ら しい意味 を もったこ とばの表現 があ り,対 人

関係的に重要 な意味 を有 して いる。 自我表 出のあ り方

が不適応状況にあ る と,緘 黙症 な どの症状が 出現 して

くることは臨床的に よ く知 られている。

次に,話 しこ とばの特徴 をあげてみ る と,第 一には

模倣 し,学 習 してい くものである。 したが って,ゆ た

かで適切 な言語 刺激的環境が重要 な意味 をもつ ことに

なる。第2に は,話 すため の口腔器官の運動 は,無 意

識で 自然 に行 なわれ る時,健 全 な状 態なのである。話

す こ とが不 自然 に意 識 された り,無 理 な矯正 をうけた

りす るこ とは,こ とばの健康 上 この まし くない。 第3

には,パ ー ソナ リテ ィと深 い関係 を有 してい るこ とで

あ る。 自我形成上 の問題や対 人関係上 での問題 が絡 み

合 うこ とはす でにのべ た とお りである。 第4に は,話

しことば はレジ ャー 活動 といわれる。心理的 に も身体

的に も病 理的状態 となる と,話 す ための活動エ ネル ギ

ー は低下 して くる
。す なわ ち,心 身 ともに,バ ラ ンス

の とれた健全 な状態 を保持す る時,こ とばの活動 は促

進 され るのであ る。

② こ とばの発達 とその過程

話 しこ とばの発達 には個人差 がみ られ るが,発 達 の

プ ロセ スには共通性 がみ られる。発達段 階にみ られ る

特徴的 なこ とばの様 相 を,心 理学 的に考察 してみ る。

①1歳 未満 の発達状 況

3ヶ 月頃に な ると,首 もす わ り,ま わ りの刺激環 境

に も反応 しよ うとす るようになる。 いわゆる 「社 会的

笑い」が 出現 し,基 本的 な対 人関係がめば える。 こ と

ばに関 しては,「クー イン グ」の時期 といわれ,「アー ア

ー ,ウ ー ウー 、 クー クー」 などの音声が しき りに発せ

られ る。6ヶ 月頃に なる と,喃 語が頻繁に発せ られ,

「バ ブ リング」の時期 といわれ る。 自己刺激的に,い

ろん な音 を くり返 し,音 声あそび的な様子 がみ られ る。

運動機能的 にはお座 りが可能 にな り,発 語器 官 として

は乳歯が はえ始 め る。 また,こ の頃,人 み しりが始 ま

り,対 人関係 も分化 し,模 倣能 力 も発達 し,い くつ か

の芸 な どをよろこんです るよ うになる。9ヶ 月をす ぎ

る と,は いは いを した り,つ か ま り立 ちを した り,運

動機能 は さらに分化 して くる。音声 の模倣 も,具 体的

な現 象 と結びつ いて発声す るよ うになる。一 歳 ちか く

に なる と,模 倣能力 は一層,明 確 に な り,反 復 して発

声す るこ とが 多 くな り,い わゆ る 「エ コラ リア(オ ー

ム返 し)」の時期 とよばれ る。

② 満1歳 か ら2歳 の発達状況

理 解言語 は急に増 え始め,満1歳 の誕生 日頃 にはい

くつかの話 しこ とば(表 出言語)が み られ るよ うにな

る。〔p〕,〔b〕,〔m〕 の両唇破裂音 を中心 とした 「マ

ンマ,マ マ,パ パ,ブ ー ブー,バ イバ イ」 などが 出現

し,一 語文が可能 になる。1歳4～5ヶ 月にな る と,

「ジャー ゴン」の時期 といわれ ,「さえず り」 ことばが

しき りに発せ られ る。2歳 ちか くになる と,「ママ,ダ

ッコ」 な どの二語文が あらわれて くる。表出言語 の量

は,1歳6ヶ 月頃は,約30語 であ るが,2歳 頃には,

約200～250語 の使 用が可能 となる。

③2歳 か ら3歳 の発達状 況

二語文か ら 多語文へ と発達 してい く時期 である。 自

我 の発達 もめ ざまし く,い ろんなこ とをしき りに たず



ね た り,探 索活動 をした り,認 知能力 もたか まってい

く。 この時期 には,話 そ うとす る意欲や,表 現 したい

とい う気持がつ よ くな る反面,そ の表現方法や 発音(構

音)の 未熟 さのため,会 話 がつ まづ きが ちに な り,ど

も り様の現 象が一過性的 に出現 す るこ とが ある。 この

場合,親 が過敏 にな り,そ の ども り現 象に対 して,干

渉,矯 正 しよ うとす る とます ますこ とばのつ まづ きが

ひ ど くなるこ とが ある。子 どもが表現 しよ うとしてい

るその気持 によ く耳 をか たむけて,そ の意味内容 をゆ

っ くりと くり返 し(反 射)て あげ るこ とが重要 である。

3歳 ちか くに なる と,こ とば は急に増 え,約1000語 に

なる。

④3歳 か ら4歳 の発達状況

いわゆる 自我意識が明確に な り,自 己主 張が頻繁 に

み られる(第 一反抗期)。親か らみれば 「イヤ！ 」,「ダ

メ!」 な どの こ とばが気にかか り,い か に も反抗的 に

思 われる。 発達過程 の一 つの現 象であ り,パ ー ソナ リ

テ ィ形成上,重 要 な時期 であ る。 ことば は,約1500語

に増 える。

⑤4歳 か ら5歳 の発達状 況

幼稚 園な どの社 会的集 団に参加す る時期 であ り,こ

とば もほぼ ひ と り前 になる。5歳 前後には,約2000語

の こ とば を獲得す る ようにな る。 日常 会話 におけ るほ

とん どの基本語 を使用す るこ とが可能 に なる。 また,

この頃 よ り,文 字言語 に関心 を示 し始 め る子 ど もも多

くな る。

以上,要 約的 に子 どもの一般 的な発達状 況 を示 して

きたが,2～3歳 す ぎて もこ とばの遅 れが ひどいと思

われ る時 は,専 門的 な臨床家 に相談 を受 け ることがの

ぞ ましい。 また,前 述 したご と く,こ とばは現象 とし

て あ らわれてい る 「結果」 であ ることが 多いの で,こ

とば の発達 と深い関連性 をもつパー ソナ リテ ィの問題

に視点 をあて,力 動的 に把握 す ることが治療的意味 を

深 め るこ とになる。

(3)こ とばの 障害

言語障害に は,様 々 な種類 があ り,分 類上 も原因論

的 であ った り,治 療教育的立場 であった りで,幾 分,

変 って くる。 ここでは,一 応,一 般的 に用い られてい

る もの を紹介 してみ る(表1)。

筆者 の見解 では,⑦ の 自閉症に 関 しては,言 語認知

障害説 の立場 が主張 されて きているお りで もあ り,別

の カテ ゴ リー を設定すべ きで ある と考 えている。 なお,

言語障害 の出現率 に関 しては,約5%で ある といわれ

てお り,公 立学校等 での言語 治療教室 も,最 近 はかな

り充実 して きているよ うである。 しか し,問 題 とな る

表1言 語障害の分類(田口 恒夫)

A耳 で聞い た特徴 に基づ いて:

① 構 音障害(調 音 の異常)

② 話 し声の異常(音 声障害)

③ 話 しことばの リズムの異常(ど もり,早 口

症 な ど)

Bこ とばの発達 とい う立場 か ら:

④ ことばの発達 の遅れ(言 語発達遅 滞)

C原 因 または伴 って いる病 気か らみて:

⑤ 口蓋裂 に伴 うこ とば の異常

⑥ 脳 の言語 中枢 が犯 され た結果 起 こる言語機

能の 異常(失 語症)

⑦ 情緒的要 因で話 さない子 ども(緘 黙症 ・自

閉症 など)

⑧ 聴覚 障害(ろ う ・難聴)に 伴 うこ とばの異

常

⑨ 脳性 まひに伴 うことばの 異常

⑩ その他

のは,就 学前 の子 ど もの言語 治療体制 が貧弱なこ とで

あ り,言 語獲得期 にあ る幼児 に とっては,き わめて重

要 な発達課題 である ことを忘 れ てはな らない。行政的

な立場 か ら も,国 際 障害 者年 をきっか けに して,発 展

的な方向で,早 急 に解決 がの ぞまれ る ところである。

3.こ とばの発達援助 と親の かかわ り

(1)子 どものパ ー ソナ リテ ィ

子 どものパー ソナ リテ ィは,ま だ,全 体的 に未分化

であるだけに とどまらず,大 人 とは若干,異 った構造

を有 してい る。 ゴ ッツシ ャル トのパー ソナ リテ ィ形成

の層理 論に よる と,「運動 ・感覚,感 情 ・情緒,意 志 ・

欲求,社 会性(対 人関係),知 的機能(言 語機能)」の層

が,下 層か ら徐 々に分化 し,上 層へ向 って発達 して く

るこ とをのべ てい る。子 どもの発達 過程においては,

特に,感 情 ・情緒 の層がゆ たか に,適 切 に刺激 され る

こ とが,臨 床的 には きわめて重要 である。 この層が貧

弱であ ると,上 層 の機能 も未分化 の状 況にあ り,特 に

言語機 能の発達 は障害 をこ うむ るこ とになる。情 緒障

害 といわれ る子 ど もが,何 らかの こ とばの障害 を有す

るのは,先 に も述べ た とお りであ る。 したがって,子

どものパー ソナ リテ ィ形成か らみ ると,ま ず,情 緒的

発達が促進 され,自 己表現 力が 高 まると社会性(対 人

関係)が 発達 して くる。その結果,こ とばの発達 もう

なが され るこ とになる。子 ど ものこ とばの障害にのみ



接近 して も治療 的には意味が うす いのは この所以 であ

る。 さらに言 うな らば,子 どもの発達 障害の治療 は,

基本的には,情 緒障害の 治療 と同様 の意味 をもつ ので

あ る。

(2)子 どもの心理 的世 界

入間であればだれ で も,他 者 に愛 されたい,認 め ら

れたい,自 分 でや りとげ たい,自 己 を主 張 してみ たい

思 い っき り活動 したい とい う心理的欲求 をもつ,こ れ

らの心理 的条件 が受 け入れ られて いる時,子 どもの心

理 的世 界(情 緒的世 界)は エ ネル ギー にあふれ,自 己実

現 のためのエ ネルギー は充実 して いるのである。マ ス

ロー は,生 理的欲求 に次いで,心 理的欲求 として重要

視 している。子 どもは大人 よ りも情緒的世 界に支配 さ

れ てお り,理 性的 コン トロールが未分化 な状況に ある。

したが って,こ れ らの欲求(愛 情,承 認,成 就,独 立,

探索)が 受容 され ている時,健 康 への必要条件が満た

されてお り,障 害への 克服 にた ち向 うこ とが できるの

である。家族 力動 とい う親子関係の 中で,こ れ らの基

本的欲求が どの よう に受 容－ 拒否 され ているかで,

発達－ 遅滞の状況が 出現 して くるの である。

(3)大 人 としてのかか わ り

子 ど もは どの ような世 界にすんでい るか,子 どもが

成長す るための基本的心理 は何か,と い うことで も理

解 されて きた ように,大 人 として どの よ うなかか わ り

をもてば よいのか もうす こ し考察 してみたい。それは

第一 に,子 ど もの状態像 を 「あ りの ままに,正 確 に理

解す る」 こ とである。子 ど もは,成 長す るに したが い

自分の障害に対 して過敏 にな りが ちである。 まわ りの

大人が,そ の障害に対 して評価 的態度 を もつ と,子 ど

もは反応的関係 しか示 して くれない。大 人の評価 の軸

(レベ ル)に 対 して反応 しているのであ り,真 の 自分

をあ らわ しているのでは ない。 この時,子 どもは,自

己を偽 った,い わゆる虚像 と して存 在す るこ とになる

障害の部位にのみ,大 人が焦点 をあてる と,子 ど もは

実像 として存在で きな くなる。大 人が,た だ,あ りの

ままに,正 確 に(評 価す るこ とな く)人 間 として理解

す ることで,子 どもは,障 害 に こだわ ることな く,自

分 を発揮 し始め,自 己実現的 にな って い くのである。

第二に,子 どもが表現 しよ うとしてい る気持(情 動)

を了解 し,共 感 して,そ の認知 された意味内容 を相手

の子 ど もに 「反射」す る ことであ る。子 どもは未分化

で,コ ン トロール され ていない 自分の世 界を,大 人 を

とお して洞察 してい くの である。子 ど もの世 界が,正

確 に,あ りの ままに うつ る 「鏡 」 とな ることである。

大 人の 「鏡」が歪 んで いた り,く もっていた りしては

子 どもは 自己像 を正確 に理解 で きない。子 ど もが 自己

像 を確 立 して い く時,自 己実現的 に存在す るようにな

るのであ る。 第三 に,子 どもの発達のペー スを尊重す

ることであ る。子 どもが障害 とい う状態像 にあ ること

は,心 理 的には,何 か につ まづ き,も たついてい る状

態 である。彼 らが 自分 の力で歩 き,走 ることので きる

ペー スは各 自,こ となってい る。画一 的で機械的 な基

準か ら,子 どもの発達状 況 を無理 じい して も,発 達の

ス ピー ドは加速 で きない どころか,逆 にス ピー ド・ダ

ウン して しまう。 まわ りの大 人が,あ せ りや不安定 な

情動世 界にあ る時,こ の様 な現 象が生 じる。子 どもの

発達のペー スは,レ ー スに例 えれば,マ ラソンのペー

スであ り,車 に例 えれば,500ccの 車や2000ccの 車に

よ り,障 害 とい う山道 を走 るのには,そ れ ぞれのエ ン

ジンに応 じたペ ースがあ るの と同 じである。子 どもた

ちは,自 己の発達 のペ ー スに応 じた走 り方が認め られ

た時,障 害 を見事 に 克服 して,ゴ ー ルにた ど り着 くの

である。

お わ り に

いずれに して も,子 ど もの発達障害が心理 的に,人

間的状 況 として克服 されて い くため には,大 人の側 の

心理 的成長が重要 とな る。障害 をせ おってい る人間が

自己実現 的に変化 ・変容 して い くためには,か か わる

側の人間の 自己実現が な されてい るこ とが必要不可 欠

となる。 また,人 間その ものへ接近す る者は,人 間に

対す る哲学(人 間観,治 療観,発 達 観)を 有 していな

けれ ば,治 療 の ための テ クニ ックも,真 の発達援助に

はな りえない。す なわち,わ れわれ 自身の 自己成長が

厳 し く問われ るのであ る。 国際障害者年 の春に。
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